




[要約]大阪府立母子保健総合医療センターでは、ハイリスクの低出生体重児のフォローア

ップを系統的に実施してきた。院内では退院以後就学まで(超低出生体重児は学齢期も含

む)健診を行い、地域関係機関は、地域保健婦による家庭訪問や地域の親子教室や、訓練、

療育施設の利用等の連携をとってきた。そのシステムを紹介し、 より早期の介入につい

て若干の考察をする。


